
事業実施報告書 

       

                   法人名 特定非営利活動法人 春日部地域資源振興会   

 

事業名 春日部地域資源と高齢者をつなぐ自立事業 

助成事業の種類 自立促進事業（地球） 

1.事業の目的 

本年度は当振興会の自立に向けて可能性のある「桐椅子の製造」について、高齢者施設と連携し、

製作前に施設側から使い勝手等のヒアリングを行った上で高齢者施設用向け桐椅子を製作し、高

齢者施設へ貸し出し、2回のモニタリングにて需要調査を行います。 

また、春日部市内でリノベーションまちづくり（以下「まちづくりグループ」という）を進めて

いる方々とコラボして、「桐たんす」をリパーパス（素材を生かして修復し再利用する）して「衣

装たんすの用途」以外で活用することで、廃棄されそうな古い桐たんすを別の用途に生まれ変わ

らせて利活用する事業を実施します。 

上記、2 つの事業により、本会の自立への足掛かりを作るとともに、廃棄されるケースが多い古

くなった「桐たんす」を再生し、環境に優しい生活を維持することを目的とします。 

さらに、本振興会の知名度を上げるために、押絵羽子板教室の開催、パンフレットの増刷及び新

規作成を実施するものです。 

2.事業で取り組
んだ地域や社会
の課題 

① 桐資源の活用による里山の活性化 

② 新たな桐製品の作成と持続化 

③ 春日部地域資源（桐製品、押絵羽子板、地元拘り食品）の振興 

④ 後継者育成 

3.取り組んだ事
業の具体的な内
容・実施結果 

（1）桐椅子の製造とモニタリング調査 

 ・当振興会の収益として可能性のある「高齢者用桐椅子」を 4 脚製作し、高齢者施設に 4 か

月程度貸し出し、モニタリング調査を行い、普及および自立への可能性を確認した。 

・製作に当たっては、高齢者施設と使い勝手等について十分な話し合いを行い、先方の希望

にそった「高齢者用桐椅子」を製作した。 

（2）桐たんすのリパーパスとアンケート調査 

・まちづくりグループとコラボして、先方が所有している桐たんすをリパーパスし、新たな

用途で利活用できるように加工した。 

・リパーパスした桐たんすをまちづくりグループがリノベーション事業を計画している店舗

等に置き、桐たんすのリパーパスに対するアンケート調査を行い、桐たんすのリパーパス

の方向性について検証した。 

（3）普及啓発事業の開催 

・桐製品の普及啓発のために、昨年度人気のあった干支の押絵羽子板教室を開催した。 

・市内小学校からの桐箪笥工場見学会を積極的に受け入れた。 

（4）パンフレットの増刷と作成 

・昨年デザインしたパンフレット（A4・4p）の増刷を行うとともに、新規に工場見学用小学

生向けパンフレット（A4・4p）を作成した。 

 

 

〇事業経過 

 



7 月 
24 日
(月) 

広報 
活動 

◆ブログ「今年も(株)富士薬品様の応援をいただ
き！」 

・〔内容〕埼玉県から「令和５年度埼玉県 NPO 活動促
進助成事業」の交付決定が届き、今年の事業が
「春日部地域資源と高齢者をつなぐ自立事業」で

あることを公表する 
◆「カッチ―ニュース/23-08/今年も(株)富士薬品様

の応援で！」 

・〔内容〕本会の「春日部地域資源と高齢者をつなぐ
自立事業」が昨年度に引き続き株式会社富士薬品
様の応援をいただき、県助成事業としてスタート

できることを掲載する 

7 月
30 日
(日) 

当会 
役員 
会 

◆当会役員会にてパンフレット作成委託業者（地域デザイナーの SadeLab.

関根隆氏）を選定する 
※選定理由 

① 昨年度作成したパンフレットの原稿・写真データ等を所持している 

 ② 当会の事業に対し井の理解が深い 

8 月 9
日 

(水) 

事業 
打合 

せ 

◆「令和５年度ＮＰＯ活動促進助成事業」の進め方について、飯島代表と

香田会員にて調整する 

8 月 9
日
(水) 

事業 
(4)打 
合せ 

◆パンフレットの増刷と作成 

・〔内容〕SadeLab.関根氏にパンフレットの増刷と新規作成を正式依頼する 
① 昨年作成したパンフレット〔A4 版 4p〕の増刷 3,000 部 

※ ロゴ等を新たに挿入予定 

② 工場見学用パンフレット〔A4 版 4p〕の新規作成 
※ 小学生対象のため文字を少なくしてイラストと写真等を挿入する 

8 月
10 日

(木) 

広報 
活動 

◆ブログ「令和 5 年度 埼玉県 NPO 活動促進 

助成事業が始動！」 
・〔内容〕当 NPO 法人が埼玉県から採択をい 

ただいた「春日部地域資源と高齢者をつなぐ 

自立事業」の実施に向けて飯島代表が始動し 
たことを公表する 

◆「カッチ―ニュース/23-09/会員各位の活躍が励

みになり！」 
・〔内容〕飯島代表が会員となっている「経営革新

塾しよう会」の会員たちの活動を取り上げ、そ

の一つとして「春日部地域資源と高齢者をつな
ぐ自立事業」の概要・進め方を公表し掲載する 

8 月
17 日

(木) 

事業
(4)打

合せ 

◆「令和５年度ＮＰＯ活動促進助成事業
／パンフレット作成」についてデザイ
ナーの関根様、イラストレーターの星

野美琴様と打ち合わせる 
・工場見学用の新規パンフレットでは、

小学 3 年生を対象とすることから桐た

んすと作業工程は写真とし、あとはイ
ラストを多用する 

・昨年作成した販促用パンフレットは、

3,000 部を増し刷りする 
※納期については 10 月中旬として作業を進めることとする 

8 月

19 日
(土) 

事業

(3)打
合せ 

◆普及啓発事業の開催 

・〔内容〕干支の押絵羽子板教室を 11 月 23 日(木祝)にぽぽら春日部にて開
催することが決定する 



8 月

30 日
(水) 

事業
(1)(2

) 
打合
せ 

◆コラボ団体との打合せ 
(1) 「桐椅子の製造とモニタリング調査」では、株式会社リハビリコンパ

スの袴田徹代表と事業の進め方等を打合せる 
(2) 「桐たんすのリパーパスとアンケート調査」では、(一社)あんど暮ら

しの皆さんとリパーパスする桐たんす、配置する会場等を下見した上で

リパーパス後のイメージを共有する 

リパーパスする桐たんす 

（奥の観音開き） 

あんど暮らしの皆さんとの 
打合せ風景 

 

8 月
31 日

(木) 

事業
(4)実

施 

◆昨年デザインしたパンフレットの増刷 

増刷原稿 4p・1p 増刷原稿 2p・3p 
 

8 月
31 日

(木) 

広報

活動 

◆ブログ「実りの秋に向けて‥」 
・〔内容〕8 月 30 日(水)に行った「春日部地域資 
 源と高齢者をつなぐ自立事業」でコラボして 

いる事業者の皆様との打合せ状況を公表する 
◆「カッチ―ニュース/23-10/実りの秋に向けて楽し

い打合せが！」 

・〔内容〕8 月 30 日(水)に行った「春日部地域資源と
高齢者をつなぐ自立事業」でコラボしている事業者
の皆様との打合せ状況を掲載する 



9 月 5

日
(火) 

事業

(1)打
合せ 

◆コラボ団体との打合せ 
(1) 「桐椅子の製造とモニタリング調査」でコラボする株式会社リハビリ

コンパス（袴田徹代表）が運営されている「看護小規模多機能ホームこ

んぱす」にて製作用桐椅子のデザイン等について打合せる 

株式会社リハビリコンパス様が運
営される「看護小規模多機能ホー
ムこんぱす」 

打合せする飯島(左)と袴田様(右) 
 

9 月 5
日 
(火) 

事業
(4)実
施 

◆昨年デザインしたパンフレットの増刷 
・〔内容〕増刷データの最終確認〈ロゴと日付の追加〉 ⇒ 確認する 

増刷最終稿 4p・1p 増刷最終稿 2p・3p 
 

9 月 5
日

(火) 

広報

活動 

◆ブログ「(株)リハビリコンパス様とのお打合せ」 
・〔内容〕9 月 5 日(火)の午後、(株)リハビリコンパ 

 ス様の「看護小規模多機能ホームこんぱす」に 
て、「桐椅子の製造とモニタリング調査」で試作 
品を製作するための事前打合せ状況を公表する 

◆「カッチ―ニュース/23-10/桐椅子の製造に向けて事
前打合せ」 

・〔内容〕9 月 5 日(火)に行った「春日部地域資源と高

齢者をつなぐ自立事業」でコラボしている事業者の
皆様との打合せ状況を掲載する 

9 月 5
日 

(金) 

事業
(4)実

施 

◆工場見学用パンフレットの新規作成 

・〔内容〕パンフレット作成会社からイラ 
 スト(案)が提示される 
 

 
 



9 月
11 日

(月) 

事業
(4)実

施 

◆工場見学用パンフレットの新規作成 

・〔内容〕初校が提出される ⇒ 文字の修正と写真の提供 

初稿 4p・1p 50 初稿 2p・3p 
 

9 月

13 日
(水) 

事業

(4)完
成 

◆昨年デザインしたパンフレットの増刷 

・〔内容〕3,000 部が納品される 

9 月
13 日

(水) 

事業
(4)実

施 

◆工場見学用パンフレットの新規作成 
・〔内容〕2 校が提出される ⇒ 文字の修正と写真の提供 

2 校 4p・1p 2 校 2p・3p 
 

9 月
14 日
(木) 

事業
(4)実
施 

◆工場見学用パンフレットの新規作成 
・〔内容〕3 校が提出される ⇒ 文字の修正と写真の提供 

3 校 4p・1p 3 校 2p・3p 
 

9 月
15 日
(金) 

事業
(4)実
施 

◆工場見学用パンフレットの新規作成 
・〔内容〕4 校が提出される ⇒ 文字の最終修正 

4 校 4p・1p 4 校 2p・3p 
 



9 月
16 日

(土)
～ 

事業

(4)実
施 

◆昨年デザインしたパンフレットの増刷 
・〔内容〕増刷したパンフレットを販促イベント等で配布 

・〔配布先〕会員事業所各 100 部×3 社、春日部商工会議所 100 部、事務局
県提出用等 100 部、(株)リハビリコンパス 100 部、販売イベント〔八木
氏〕2,400 部 

9 月

15 日
(金)
～19

日
(火) 

事業
(1)実

施 

◆桐椅子の製造とモニタリング調査 
・〔内容〕桐椅子の作成（クッション無し） 

・〔作業工程〕 
 ① 型写し（設計図を基にして桐材に加工用の墨を打つ） 
 ② 型抜き加工（部材毎に切り出す） 

 ③ ホゾ穴加工（組み手となる部分にホゾ穴を付ける） 
 ④ 組み立て加工（各部材を順番に組み合わせる） 
 ⑤ 仕上げ（仕上げ用のサンダーで磨く） 

 ※ クッション有は、上記の工程にひじ掛けとクッションの取り付け作業

が入る 

型写し 型抜き加工 

クッション無し完成品 ホゾ穴加工 組み立て作業 

9 月
20 日
(水) 

事業
(4)完
成 

◆工場見学用パンフレットの新規作成 
・〔内容〕最終校が提出される ⇒ 確認する 

4 校 4p・1p 4 校 2p・3p 
 

9 月
20 日

(金)
～23
日

(火) 

事業
(1)実
施 

◆桐椅子の製造とモニタリング調査 
・〔内容〕桐椅子の作成（クッション有り） 



ひじ掛けの取り付
け 

完成品 

 

9 月
29 日
(金) 

事業
(4)完
成 

◆工場見学用パンフレットの新規作成 
・〔内容〕1,000 部が納品される 
・〔配布予定〕 

 ① 八木崎小学校 4 年生（児童・教職員計 120 人、10/4 予定） 
 ② 立野小学校 4 年生（児童・教職員 85 人、10/11 予定） 
 ③ 豊春小学校 4 年生（児童・教職員 105 人、10 月 18 日予定） 

 ④ 豊野中学校 1 年生 3days、PR 用（生徒・教職員 160 部） 
 ⑤ 東中学校 1 年生 3days、PR 用（生徒・教職員 190 部） 
 ⑥ 飯島桐たんす製作所（来訪見学者説明用）300 部 

⑦ 事務局 40 部 

完成品 4p・1p 完成品 2p・3p 
 

10 月
4 日

(水) 

事業
(3)実

施 

◆普及啓発事業の開催〔桐箪笥工場見学会受入〕 
・〔内容〕春日部市立八木崎小学校工場見学予定 

 ※ 4 学年がインフルエンザで学年閉鎖のため見学中止 

10 月
6 日
(金)

～ 
10 月
17 日

(火) 
延べ 6
人工 

事業
(2)実
施 

◆桐たんすのリパーパスとアンケート調査 
・〔内容〕桐たんすのリパーパス 

元の桐たんす 加工途中 抽斗以外を活用 ガラ部分を活用 



仕切り板の取り付け作業 完成品表面 完成品裏面 
 

10 月
11 日

(水) 

事業
(3)実

施 

◆普及啓発事業の開催〔干支の押絵羽子板教室の開催〕 

・〔内容〕羽子板づくり教室用のサンプルを水野会員が作成する 
 ※ 参加者募集の広報媒体として、「春日部ファミリー新聞」と当会 HP を

活用することとする 

 ※ 押絵羽子板づくり教室 ～令和 6 年干支「辰」の羽子板を作ろう～ 
  【日時】11 月 23 日(祝) 13 時受付開始 （製作時間 13：10～15：30

時予定） 【会場】春日部ふれあいキューブ 6 階会議室 5・6（春日部市

南 1-1-7） 【募集・参加対象者】20 名程度、小学生以上（小学生は保
護者同伴） 【参加費】1000 円（材料費として）  【問合せ・申込】
NPO 法人春日部地域資源振興会（担当・水野進） 

型取り作業 

完成した干支
「辰」の押絵

羽子板 

 

10 月

11 日
(水) 

事業

(3)実
施 

◆普及啓発事業の開催〔桐たんす工場見学会受入〕 
・〔内容〕春日部市立立野小学校工場見学受入〈生徒・教員 55 人〉 
 ※ 1 学級がインフルエンザで学級閉鎖のため 30 名減 

パンフレットを用いた説明 子どもたちにカンナ掛け体験 
 

10 月

12 日
(木) 

事業

(1)実
施 

◆桐椅子の製造とモニタリング調査 
・〔内容〕「桐椅子の製造とモニタリング調

査」でコラボする株式会社リハビリコンパ

ス（袴田徹代表）が運営されている「看護
小規模多機能ホームこんぱす」に製作した
桐椅子を納品する。また、10 月末を目安に

「導入時アンケート」を依頼する 
・〔アンケート〕対象者は施設利用者・介助

者〈ご家族等〉・施設管理者〈施設スタッ

フ含〉とし、機能性、デザイン性、コスト
パフォーマンス〔購入可能性〕についての
設問となっている 

納品 4脚（左：施設長、
右：飯島） 



10 月
18 日

(水) 

事業
(3)実

施 

◆普及啓発事業の開催〔桐箪笥工場見学会受入〕 
・〔内容〕春日部市立豊春小学校工場見学予定 

 ※ 4 学年がインフルエンザで学年閉鎖のため見学中止 

10 月
18 日
(水) 

事業
(2)実
施 

◆桐たんすのリパーパスとアンケート調査 

・〔内容〕桐たんすを「移動式本棚」にリパーパスした完成品を武里駅西口
の「(一社)
あんど暮ら

し」の皆さ
んがリノベ
ーションし

ている店舗
に納入する 

 

 

仕切り板の取り付け作

業 

あんど暮らしの皆さんと納
品風景 

10 月
19 日

(木) 

広報
活動 

◆ブログ「桐たんすをリパーパス」 
・〔内容〕10 月 18 日(水)の午後、(一社)あんど暮らし様の「暮らし図書

室」に、「桐たんすのリパーパスとアンケート調査」のために桐たんすを
リパーパスした「移動式本棚」を納品したことを公表する 

◆「カッチ―ニュース/23-15/桐たんすが動く本棚にリパーパス！」 

・〔内容〕桐たんすをリパーパスした「移動式本棚」を納品したことを掲載
する 

公式ブログ 

カッチ
―ニュ
ース 

 

11 月
1 日
(水) 

事業
(1)実
施 

◆桐椅子の製造とモニタリング調
査 

・〔内容〕「桐椅子の製造とモニタ
リング調査」でコラボしている
株式会社リハビリコンパス「看

護小規模多機能ホームこんぱ
す」に設置した桐椅子に関する
「導入時アンケート」を回収す

る（11 通/配布数 50 通中） 
・〔結果〕デザイン性は高評価であ

ったが、機能性の中で座り心地

が今一つの評価であった。また、価格については当方の予定価格の半分
以下の平均 2 万円という結果であった 

11 月

9 日
(木) 

広報
活動 

◆普及啓発事業の開催〔干支の押絵羽子板教室の開催〕 

・〔内容〕「春日部ファミリー新聞」と当会 HP に羽子板づくり教室の募集記
事を掲載する 



「春日部フ
ァミリー新
聞」記事 

当会 

ブログ 

 

11 月

23 日 
(祝) 

事業

(3)実
施 

◆普及啓発事業の開催〔干支の押絵羽子板教室の開催〕 
・〔内容〕干支 
の押絵羽子

板 
教室の開催 
・会場：春

日部ふ 
れあいキュ

ー 

ブ 6 回会議
室 

・人数：11 名 

 

羽子板教室の制作風景 参加者の皆さん 

11 月
25 日

(土) 

広報

活動 

◆ブログ「干支の押絵羽子板づくり教室も無事に！」 
・〔内容〕11 月 23 日(祝・木)の午後から NPO 法人 春日

部地域資源振興会（飯島勤代表理事）では、ぽぽら春
日部 6 階会議室にて「干支の押絵羽子板づくり教室」
（講師：水野大氏）を開催したことを公表する 

◆「カッチ―ニュース/23-16/押絵羽子板づくり教室も盛
況で！」 

・〔内容〕「干支の押絵羽子板づくり教室」（講師：水野大

氏）を開催したことを掲載する 

12 月 
16 日 
(土) 

事業
(2)実
施 

◆桐たんすのリパー

パスとアンケート
調査〔1 回目〕 

・〔内容〕(一社)あん

ど暮らしがオープ
ンした「暮らし図
書館」オープニン

グイベントにて、
リパーパスした
「移動式桐本棚」

のアンケートを実施する 

桐本棚 アンケート風景 

12 月 

21 日 
(木) 

広報

活動 

◆ブログ「リパーパスした『移動式桐本棚』は？」 
・〔内容〕あんど暮らしの「暮らし図書室」にて開催さ

れた 
12 月 16 日(土)に開催されたイベントにおいて実施した 
「移動式桐本棚」のアンケート調査の様子を公表する 

◆「カッチ―ニュース/23-16/あんど暮らし『暮らし図
書館』で！」 

・〔内容〕あんど暮らしの「暮らし図書館」に納入した

「移 
動式桐本棚のアンケートを掲載する 

12 月 
21 日 
(木) 

事業
(2)実
施 

◆桐たんすのリパーパスとアンケート調査〔2 回目〕 
・〔内容〕(一社)あんど暮らしがオープンした「暮らし図書館」のイベント

にて、リパーパスした「移動式桐本棚」のアンケートを実施する 



12 月 
22 日 

(金) 

広報
活動 

◆ブログ「「移動式桐本棚」の評価は上々！」 
・〔内容〕12 月 16 日(土)と 21 日(木)に行った「移動式

桐本 
 棚」のアンケート結果を公表する 
◆「カッチ―ニュース/23-16/移動式桐本棚の評価は上々

でした」 
・〔内容〕「暮らし図書室」で調査したアンケート結果 2

回 

分を掲載する 

12 月 
23 日 

(土) 

事業
(3)実

施 

◆「桐パンフレット」の配布 
・〔内容〕10 月から継続している「桐パンフレット」の配布。(株)グリー

ンフラッシュ（会員ː八木氏）により、東京有楽町交通会館マルシェにて

配布継続中。 

 

2024

年 1
月 11
日

(木) 

広報
活動 

◆ブログ「(株)グリーンフラッシュの皆様に感謝！」 
・〔内容〕12 月 23 日(土)に東京交通会館マルシェにて行

われた(株)グリーンフラッシュによる「桐パンフレッ

ト」の配布活動を公表する 
◆「カッチ―ニュース/24-01/春日部地域資源振興会の

活動！」 

・〔内容〕(株)グリーンフラッシュによる「桐パンフレ
ット」の配布活動を掲載する 

1 月 

17 日 
（水
） 

事業

(1)実
施 

◆桐椅子の製造とモニタリング調査 
・〔内容〕「桐椅子の製造とモニタリング調査」でコラボしている株式会社

リハビリコンパス「看護小規模多機能ホームこんぱす」に設置した桐椅

子に関する「ヒアリング調査」を行う（看護師、介護ヘルパー等 13 名） 
・〔結果〕やはり介護現場では、安全性、利用首の快適性が重視された。 
・快適性では、ひじ掛けは必須ながらも、テーブルとの関係で手が挟まれ

ないような工夫が必要であること。 
・ひじ掛けが丸みを持つことで、角でぶつけないような工夫が必要。 
・椅子が滑らないように、足部分に滑り止めを付けることが大切。 

・快適性ではオーダーメイドで使い手の身長等に合わせた座面高さや体形
に合わせた座面幅などを求める声が多かった。 

・快適性でクッションは座面と背当て、腰部分にも必要との声が多かっ

た。 
・移動性については、高齢者が持った状態で動いてしまうと危ないことも

あり評価が分かれた。 

・価格については 2 万円程度であれば個人購入は可能との話であった。 
・桐の高級感をアピールできる椅子ならば購入者もいるのではないか。 
・車椅子利用者の場合は、座り替えを拒むことが多く、高齢者施設で椅子

利用が限られるケースもある。 



・椅子のひじ掛け周囲にポケット等を付けて、高齢者が動かなくてもリモ
コンや携帯等を手元における工夫があると良い。 

 ※ 椅子の下に抽斗があるものがあるが、頭を下げることで転倒してしま
う危険性がある。 

1. 安全性 

高齢者は捕まり歩きするため、倒れないことがとても大切（軽
さがあだになることも）。 
足部分に滑り止めを必ずつけることが大切。 
ひじ掛けなどで負傷しない工夫（丸みをもたせるなど）が必
要。 
ひじ掛けとテーブルの間で手を挟まないことが大切。 

2. 快適性 

クッション有は座面が広すぎる（利用者の体形等に合わせた座
面幅、身長等に合わせた座面高さが大切）。 
角ばった無座面でなく、もう少し丸みをもったものの方が良
い。 
長い時間利用する場合は、利用者がそれぞれに合わせたクッシ
ョンを入れている。 

3. 移動性 
軽さは良い。 
軽度な要支援者であれば自分で動かせるので軽さは良い 

4. ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
性 

― 

5. ﾃﾞｻﾞｲﾝ
性 

クッションがある方の椅子は利用しやすいと感じた。 
ひじ掛けが机に当たることもあるので、ひじ掛けの長さは用途
で変わると思う。 

6. 価格等 
価格帯を聞くとなかなか利用できない。 
桐の持つ高級感を売りにすることが必要ではないか。 

7. その他 

桐は高級品なのでデザイナーブランドのような形での売り出し
方があると思う。 
当施設以外では車椅子利用者が移動して椅子を使う機会が少な
いので需要は難しい。 
座面の下に抽斗のある「抽斗椅子」は転倒の危険性がある。ひ
じ掛けの周囲にポケットを付けるなど身体を動かさないでリモ
コンやコップなどを取れる工夫もありだと思う。 

 

1 月
17 日
(水) 

広報
活動 

◆ブログ「桐椅子の第２回モニタリング実施」 
・〔内容〕1 月 17 日(水)の午後から、昨年 10 月 12 日

(木) から「桐椅子」を置かせていただいている
「看護小規模多機能ホームこんぱす」（(株)リハビ
リコンパス、袴田徹代表）での 2 回目のモニタリン

グ調査を行い、介護現 
場の皆様から率直なご意見を伺い、結果を公表した 
◆「カッチ―ニュース/24-02/高齢者施設でモニタリ

ング調査！」 
・〔内容〕「看護小規模多機能ホームこんぱす」（(株)

リ ハビリコンパス、袴田徹代表）での 2 回目のモ

ニタリング調査を行い、介護現場の皆様から率直なご意見を伺い結果を
掲載する 

1 月 

27 日 
(土) 

総会 

◆春日部地域資源振興会／令和 5 年度総会 

・〔内容〕1 月 27 日(土)17 時から「七夜」にて、令和 5 年度総会を開催
し、事業報告や決算等を報告し承認を得る 

2 月 
11 日 
（土

） 

事業
(1)実
施 

◆桐椅子の製造とモニタリング調査 
・〔内容〕「桐椅子の製造とモニタリング調査」でコラボしている株式会社

リハビリコンパス「看護小規模多機能ホームこんぱす」に設置した桐椅

子を回収し事業を終了する 

 



○広報実績について 

当会ホームページ及び広報紙「カッチ―ニュース」にて報告する 
 《カッチ―ニュース》 

◆No.23-08 2023 年 7 月 24 日「今年も(株)富士薬品様の応援で！」 

◆No.23-09 2023 年 8 月 10 日「会員各位の活躍が励みになり！」 

◆No.23-10 2023 年 8 月 31 日「実りの秋に向けて楽しい打合せが！」 
◆No.23-11 2023 年 9 月 5 日「桐椅子の製造に向けて事前打合せ」 
◆No.23-12 2023 年 10 月 1 日「助成事業も着々と進んでいます！」 

◆No.23-13 2023 年 10 月 12 日「高齢者用桐椅子の座り心地は？」 
◆No.23-15 2023 年 10 月 19 日「桐たんすが動く本棚にリパーパス！」 
◆No.23-16 2023 年 11 月 25 日「押絵羽子板づくり教室も盛況で！」 

◆No.23-17 2023 年 12 月 21 日「あんど暮らし「暮らし図書館」で！」 
◆No.23-18 2023 年 12 月 22 日「移動式桐本棚の評価は上々でした」 

 ◆No.24-01 2024 年 1月 11 日「春日部地域資源振興会の活動！」 

 ◆No.24-02 2024 年 1月 17 日「高齢者施設でモニタリング調査！」 
 

4.事業実施によ
り達成した成果
の具体的な内容 

(1) 桐椅子の製造とモニタリング調査 

【成果】高齢者施設で利用勝手の良い桐椅子の機能性、コストパフォーマンス評価を利用者及

び施設関係者等から確認することで、今後の販路及び価格設定等について確認ができた。 

⇒第 1回モニタリング調査（10/12～30）では、11 名（配架 50 名中）が回答を寄せてくれた。 

 

 

 

 

回答者 6 5 4 3 2 1 評価の見方 

1.属性               

①利用区分    36% 9% 55% 
1.施設利用者、2.介助者(家族
等)、3.施設管理者(スタッフ含) 

②性別     45% 55% 1.女性、2.男性 

③年齢 45% 0% 18% 27% 9% 0% 
1.20 代、2.30 代、3.40 代、4.50
代、5.60 代、6.70 代以上 

④施設利用数   86% 0% 14% 0% 
1.初めて、2.2～5 回、3.5～10
回、4.10 回以上 

⒉機能性         

①座り心地  9% 36% 27% 27% 0% 
5.とても良い、4.まあ良い、3.普
通、4.あまり良くない、5.悪い 

②移動性  45% 45% 0% 9% 0% 
5.とても良い、4.まあ良い、3.普
通、4.あまり良くない、6.悪い 

③頑丈さ  45% 45% 9% 0% 0% 
5.とても良い、4.まあ良い、3.普
通、4.あまり良くない、7.悪い 

④手入れ  36% 27% 18% 9% 9% 
5.とても良い、4.まあ良い、3.普
通、4.あまり良くない、8.悪い 

⒊デザイン性         

①室内調和  36% 64% 0% 0% 0% 
5.とても良い、4.まあ良い、3.普
通、4.あまり良くない、7.悪い 

②使いやすさ  36% 36% 9% 18% 0% 
5.とても良い、4.まあ良い、3.普
通、4.あまり良くない、8.悪い 

4.価格等         

①価格  10% 0% 10% 50% 30% 
5.安い、4.購入可能、3.妥当な価
格、4.少々高い、5.高い 

②購入想定額 5 万円～5 千円、最多は 2万円 購入する場合の 1 脚の価格 



③必要数    29% 29% 42% 購入する場合の必要客数 

④耐用年数 20 年～5 年、最多は 10 年 使用時の耐用年数 

5.自由意見 

高齢者にとっても木材の利用は良いことだと思います【B さん】 

座面が少し低いのでもう少し高さがあるといい。クッションは少し硬く感
じました。軽く床も傷つかないのとデザインはとても良いです【D さん】 

座高が低い。全体的に丸みがほしい。特に背もたれが硬く感じる【F さん】 

年寄りには低い【G さん】 

5 万 5 千円でうるなら、もう 1、2 個付加価値（デザインや機能など）が欲
しい。もう少し高さが欲しい【J さん】 

長く座っていると疲れる。いつもの椅子の方がいい。【K さん】 

 

⇒第 2回モニタリング調査（1/17）では、13 名がヒアリングに答えてくれた。 

1. 安全性 

高齢者は捕まり歩きするため、倒れないことがとても大切（軽さがあだにな
ることも）。 
足部分に滑り止めを必ずつけることが大切。 
ひじ掛けなどで負傷しない工夫（丸みをもたせるなど）が必要。 
ひじ掛けとテーブルの間で手を挟まないことが大切。 

2. 快適性 

クッション有は座面が広すぎる（利用者の体形等に合わせた座面幅、身長等
に合わせた座面高さが大切）。 
角ばった無座面でなく、もう少し丸みをもったものの方が良い。 
長い時間利用する場合は、利用者がそれぞれに合わせたクッションを入れて
いる。 

3. 移動性 
軽さは良い。 
軽度な要支援者であれば自分で動かせるので軽さは良い 

4. ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性 ― 

5. ﾃﾞｻﾞｲﾝ性 
クッションがある方の椅子は利用しやすいと感じた。 
ひじ掛けが机に当たることもあるので、ひじ掛けの長さは用途で変わると思
う。 

6. 価格等 
価格帯を聞くとなかなか利用できない。 
桐の持つ高級感を売りにすることが必要ではないか。 

7. その他 

桐は高級品なのでデザイナーブランドのような形での売り出し方があると
思う。 
当施設以外では車椅子利用者が移動して椅子を使う機会が少ないので需要
は難しい。 
座面の下に抽斗のある「抽斗椅子」は転倒の危険性がある。ひじ掛けの周囲
にポケットを付けるなど身体を動かさないでリモコンやコップなどを取れ
る工夫もありだと思う。 

 

（2）桐たんすのリパーパス 

【成果】これまで廃棄されることの多かった桐たんすをリパーパスすることにより、桐たんす

の利活用の幅が増えるとともに、環境負荷を少なくすることができた。また、当会の目的で

ある「春日部地域資源」である桐たんすの利活用を多くの人たちに知ってもらうきっかけと

なった。 

⇒モニタリング調査（12/16・21 のイベント時調査）では、26 名（2 日間のイベント参加者）

が回答を寄せてくれた。 



 
（3）普及啓発事業の開催 

【成果】「干支（辰・龍）の押絵羽子板づくり教室」を開催したところ 11名の参加があり、羽

子板づくりを楽しんでくれた。 

⇒〔参加者の声〕「とても上手にできました」「とても楽しい作品づくりでした」「辰がとても

凛々しくできました」「押絵羽子板を 12支で揃えたいですね」。 

 

(4) 工場見学用小学生向けパンフレット 

・これまでに作成したパンフレット 2 種類のほかに、新たに桐たんす工場見学用パンフレット

を作成することで、当会の活動をさまざまな場面で PRできた。 

【成果】今回 2 種類のパンフレットを作成し、さまざまな機会を通じて配布することで、市内

外において当会の活動に対する理解が深まるとともに、会員間でも当会の活動に対する自信

に繋がった。 

                      《作成数》 《配布数》 

 ① NPO 春日部地域資源振興会 PRパンフレット 3,000 部  販売等配布 1,800 部 

 ➁ 工場見学用小学生向けパンフレット     1,000 部  見学等配布  350 部 

⇒工場見学用パンフレットについては、見てくださった先生や生徒たちからは「見やすい」「分

かりやすい」と好評であった。ただし、今年度はインフルエンザの流行により見学を予定し

ていた学校が学年閉鎖等で来られなかったことが残念である。 

⇒増刷したパンフレットは各種催事で配布しており、販売問い合わせ等も来ている。 



 

5.費用面での工
夫 

（1）桐椅子の製造とモニタリング調査 

【工夫】桐椅子のデザインについては、昨年度作成したデザインをベースにすることで、デザ

イン費を圧縮できた。また、クッション素材については知人ルートから購入することで安価な材

料を購入することができた。 

 

（2）桐たんすのリパーパス 

 【工夫】リノベーションまちづくり団体〈あんど暮らし〉が改良する桐たんすを持ち込んで

くれたことにより運送費を圧縮することができた。また、作業を通常業務の合間に組み込むこと

で作業費を圧縮できた。 

 

（3）普及啓発事業の開催 

【工夫】「干支（ウサギ）の押絵羽子板づくり教室」での参加者に対して、キットの半額を負担

してもらうことで費用を削減した。 

（4）パンフレットの作成 配布 

【工夫】パンフレット作成については、昨年度に引き続き市内の知人デザイナーに委託するこ

とで出張経費等を無くし、低価格での作成を行うことができた。また、増刷部分については一部

データを入れ替えたもののデザイン費はゼロで委託ができた。 

 

6.地域社会への
還元について 

① 桐資源の活用による里山の活性化 

 今回も会津桐を原材料として活用したが、これまで以上に会津等の桐原材料産地との密接な

連携を強化することと、産地での桐炭生産が拡大できるように桐製品の販売に力を入れていくこ

とに努めたい。 

 

② 新たな桐製品の作成と持続化 

 地元の高齢者施設にて、「桐椅子」を事業終了後も長期間無償貸与を行い、利用者に快適性を

味わってもらう予定。また、皆さんに活用いただく中で出てきた意見等を踏まえて、新たな桐製

品の作成につなげていきたい。 

 

➂ 春日部地域資源（桐製品、押絵羽子板、地元拘り食品）の振興 

 今後も低金額での「干支の押絵羽子板教室」を継続することや、小学生の桐たんす工場見学

を積極的に受け入れることで、当会のもつ春日部地域資源の普及啓発に努めたい。 

 

④ 後継者育成 

 多くの人たちに機会あるごとに春日部地域資源の魅力を PR することで当会が活性化され、職

人たちが収益をあげられる環境を整え後継者育成に寄与したい。 

 

7.来年度以降ど
う事業を継続し
発展させていく
か 

（1）当会の自立のために自主財源となる事業を模索していく 

   桐椅子とは別の製品を考案することで、当会の自主財源となる新たな事業を模索する 

（2）干支の押絵羽子板づくり事業 

   来年度も継続する 

（3）普及啓発事業 

   当会の実績を作るために、SNS 発信、パンフレット等での普及啓発を継続する 

 

 

 




